
６月２７日 小笠原チャレンジ２回目  

通称「おがチャレ」の時間です。クラスごと長縄跳びに挑戦しました。１年生は、今回か

ら回した長縄を跳ぶことに挑戦しました。３学期には「きずなエイトマン」の大会を開き、

クラスの絆を深めながら体力作りに励みます。 

   

   

   

  

多く跳んでいるクラスは 

①みんなでカウントしている

→一人ひとりが数えることで

リズムが生まれ、テンポよく跳

ぶことができる。 

   



  

②並んでいる間隔を詰めてい

る。→間隔が広いとテンポよく

跳ぶことができない。 

③回す二人が近づき長縄を短

く回す。→①②のために効果

的！ 

 ④縄を上から見た図 楕円は縄の軌道、矢印は跳ぶ人の動き  

 高学年は C で行っているクラスが多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１回目と２回目の結果 

 ６月２０日 ６月２７日   ６月２０日 ６月２７日 

１の１  １６回  ４の１ １２０回 １０８回 

１の２  ２２回  ４の２ ８８回 ８１回 

１の３  ２９回  ５の１ １６５回 １４７回 

２の１ ３５回 ３７回  ５の２ １８３回 １６５回 

２の２ ３０回 ５３回  ５の３ １１１回 １３８回 

２の３ ３０回 ４０回  ６の１ １８５回 ２０５回 

３の１ ９１回 ９８回  ６の２ １７９回 １８１回 

３の２ ９３回 １０６回     

３の３ １０５回 １３３回     

 

 

縄を持っている人のすぐ横か

ら入り反対側の人のほうへ抜

ける。移動距離は長い。 

 

縄が大きく回ってくるとこ

ろで待つので怖いし、出た

ときに足やおしりにかかり

やすくなってしまう 

縄がテンポよく早く回ってくる。

B よりも移動距離が短いので引

っかかりにくい。 

A 

B 

C 


